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沈下が発生しやすい。

地下水の塩水化傾向はまだみられないがs 内陸側に塩素イオ ン濃度 200ppmに達するところ

が知られている。

(3) 地下水の熱源としての手IJ用

i横島町の大園部落付近で約 14万 5，000m
2，玉名市の汐見部落付近で約 70，000m

2のハウスが

あって，暖房(加温〉に地下水が利用されている。地下水の利用期聞は 12月から 2月までの 3カ

月で，ほぼ毎日午後 7時頃から翌朝 7時頃まで揚水され，ハウスの屋根部から散水される。

揚水される地下水は深度60-100mのもので，浅屑の地下水は鉄分などを含み， ピニ ーノレ表面

に付着して黄茶色の被膜をつくり，昼間の日照が妨げられるようになるため使用されていない。

ハウ スは普通 1棟 (4迎式)3，000 m
2の面積を有し，毎分 200l程度の地下水を加温用に揚水す

る。したがって 1日12時間揚水として概11洛140m
3を使用している ことになる。加温用に使用

されるのは小口径深井戸で3 両部落に約 90本あり 3 日揚水量は約 13，000m
3になる。加温用の

揚水量は年間 117万 ln
3程度と推定される。これらの揚水によって，冬期に地下水頭がやや大き

く低下している(図2-9-39)。

(猿山光男〉
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7. 熊本平野

(1) 地形・地質

ここでいう熊本平野は，八景水谷湧水と江津湖湧水帯を結ぶ線より西側のいわゆる沖積低地で

ある。この低地には白川や緑川の大河川が流入している。白川沿いには部分的に扇状地が発達し

てお り，熊本市街地の一部分が位置している。その他の範囲は低平地で，主として水団地待とな

ってし、る。

熊本平野は，有明海に面し，有明粘土層の発達が良好である。有明粘土層の下限標高は保田窪

段丘や扇状地の末端部で - 5mにあり，海岸線では -40--50mとなっている (図2-9-41)。

とくに，白川河口付近では ー 50mであり，有明海周辺で最も厚いと ころである。 この有明粘土

層は上部粘土層 (Am)，中部砂礁周 (As)および、下部粘土層 (Ac)に区分される(図2-9-42)。た

だし，上部粘土層は分布していない ところ もある。有明粘土居の直下に分布する腐植土は有明海

底の方にも広がっており，最近14cの年代分析結果によると，島原海湾層に属するもの と考え ら

オもる*。

未区分洪積層は図 2-9-42(その 1)のポーリングAにおける霊鉱物分析などによって，阿蘇

夫 九州良政局の未公表資料によれば，14，490土520Y.B. P.と 15，460::t360Y.B. P.の測定値が得られて

し、る。
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754 第2編地方別にみた地下水

3および4火砕流堆積物を挟んでいることが確認され，阿蘇3火砕流堆積物を鍵層にして，上位

のものを未区分洪積層の上部眉3 下位のものを同下部層と区分できるようになった。

上部層は砂1劇冒と粘土屈の互層であるが，砂I劇習が優勢であり，貝殻を含むことがある。下部

層も同様の互層であるが，粘土居が優勢となる。粘土層は海成で固結している。なお，ボーリン

グAは深度 246m から豊肥火山岩類系の普通輝石安山岩に縫着している。

(2) 地下水

地下水は主として有明粘土屈の中部砂~J冒，未区分洪積層の上部層および下部居から取水され

ている。

中部砂礁層の不圧地下水は，国鉄鹿児島本線より東側において，浅井戸や集水池により農業用

水として取水されている。 また，自然堤防中でも一部取水されている。

上部層と下部層は主要な帯水層となっており，採取量も多い。なお3 下部層中の被圧地下水は

自噴する。

島原海湾眉は白石平野と同様に塩水化の可能性があるため.ほとんど取水されていない。

緑川右岸(北岸〕においては， 1，250本の井戸(吐出口径6cm以上のもの〉によって日量 23万111
3

程度の地下水が取水されている。農業用が 560本で 86，000m
3，建築物用が 490本で 30，000m3， 

工業用が 165本で 25，000mへ水道用が 35本で 87，000m
3となっている。水道用は本数こそ3%

程度の割合であるが，取水量では 38%を占めている。農業用は本数が 49%と最も多く，取水量;

の割合は水道用とほぼ同じである。 水田補水用の大口径深井戸が約20本あるが，その他は小口径

のもので，冬期に施設園芸用に用いられる。なお，熊本市の上水道は，給水人口 50万人(給水率

92%)に対し， 58本の深井戸 と4本の浅井戸によって取水した地下水で、まかなっている。 これら

の水源のうち，約半分は熊本平野内に分布している。

有明粘土層(中部砂T劇百)の地下水位は，降雨の影響を受けて夏期に高く，冬期に低い。年間の

変動幅は平野中央部において最大 1.5m程度である。一方，被圧地下水頭は各用途の取水量の増

加する夏期に低下し，秋期から冬期にかけて上昇(回復〉する。ただし，こ の年間変動幅も最大

地内(空会;，，)
;L UT-vミ一一一ーース万三二示:-ーー ------7宍ぷ;一
条o.oj ~ I v ~ ~'-' \J\ 12~ 。

図 2-9-43 熊本第4号〈並建〉の地下水頭変動グラフ

(熊本県企画開発部(1)による〉

本 有明粘土層は，有明海の深部になるに従って薄くなる。このため，島原海湾層が直接海底に露出するよ

うになり，塩水化しやすい。
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1.5m程度とさほど大きくない。このため，経年的な低下傾向は明らかでない(1)(図2-9-43)。し

かし，自噴井の本数はかなり 減少したといわれている。

(3) 地盤沈下

熊本平野における地盤沈下現象は，1969年国土地理院による国道 3号線沿いの水準測量によっ

て確認された。これを契機に 3 建設省九州地方建設局が 1974年*から，熊本県が 1978年特から，

熊本市が 1978年器 からそれぞれ水準測量を開始した。これら機関による水準点は 80km三の範囲

に計 72点分布している。一方，九州農政局も 1980年から地盤沈下調査を開始し 4本(3地点)

の地盤沈下観測井を設置した。

九州地方建設局の一級水準測量によると，最大沈下量は BM-12(熊本市沖新町〕において， 7年

間で 187mmとなっている。一方，熊本県のそれは，BM-7 (天明町銭塘〉において，3年間で 98

lllnlで，年平均 32.2mm.とやや大きい(2)。地盤沈下の範囲は主として鹿児島本線から西側の海

岸線にかけての有明粘土層の厚い範囲であるが，熊本市街部にも若干の徴候がみられる。

九州農政局による地盤沈下観測井の観測記録の一部を図 2-9-44に示した。観測記録が十分蓄

積されていない段階なので，地盤沈下の機構を明確にしがたいが，被圧水頭や降雨の影響を複雑

に受けて，年間 5-18mmの沈下が生じている。その代表例は，深度 60mの天明 2号弁で年間

8 mm，深度 300mの天明 1号井で年間 18mmであり (図2-9-44)，前者が有明粘土層の，後者

が有明粘土層，未区分洪積層上部層および同下部層の沈下量である。すなわちp 両者の差叫であ

る10mmが未区分洪積層の沈下量 ということになる。

塩水化現象は有明海沿岸部の深井戸 11井，浅井戸 3井にみられる。しかし，塩素イオン濃度

100 ppm以上のものは 3井，100 ppm未満のものが5井知 られている (2)。被圧地下水の電気伝導

度は，海岸線で 1，500μぴ/cm，鹿児島本線付近で 200μぴ/cmであり，白川や緑川に沿っ てやや高

くなっている(図2-9-45)。

参考文献

(1) 熊本県企画開発部 (1983):熊本の水

(2) 熊本県 (1983):陥和57年版公害白書

8. 八代平野

(1) 地形・地質
しらぬい

(猿山光男〕

八代平野は不知火海に面した沖積平野である。本平野の海岸線の長さは約 23kr丸 山脚部から

海岸まで約8kmあり(図2-9-46)，かなり平坦で， 山脚部における標高はおおむね 5m程度であ

り，松橋町付近に標高 15-20m の低位段丘が部分的にみられるのみである。この沖積平野'は，

有明海周辺の平野と同様に，球磨川をはじめとする諸河川から供給されたシノレ 卜や砂などからな

る不知火粘土層〈有明粘土層に相当する〉によって形成されている。また，海岸線には干潟 を利用

した干拓地が造成されている。

* 12月31日を統一基準日にしている。

件 天明 1号井と天明 2号井は同一地点にある。


